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実験的肝障害 モ デ ル マ ウ ス に 及ぼす黄柏及び ベ ル

ベ リ ン の 影響
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　目的　肝炎 の 慢性化 の 機序に は宿主 の 免疫反応 が 密接 に関与 し て い る こ とが 知 られ て い

る 。 しか し肝 炎 の 治療薬 の 開発 に は免疫学的機序 とは無関係 の 方法 ， 例えば四 塩 化炭素 や

D ．一ガ ラ ク トサ ミ ソ を用 い る 方法 が と られ る t とが 多い 。こ の た め肝 炎治療剤 の 動物実験

結 果 と そ の 臨床効果が
一

致 しな い こ と もある 。 そ こ で 穂 は触 学的鰆 が 騰 す る方法

を用い て 黄柏 の 肝庇護作用 に っ い て 検討 を行 っ た 。

　方法　肝障 害 の 誘導は急性肝不全 モ デ ル とい え る Ferluga らの 方法に準 じて 行 っ た 。 即

ち誰 性 1CR マ ウ ・ Ua・P ．。pi。 nib ・・teri・ m ・ ・… （P・a ・n ・ ・）の カ［1熱死歯 1・・μ9／匹 を静脈

内に投 与を行 い
，

7 日後 に大腸菌 由来 の Lipopolysacchride（LPS ）1 μg／匹 の 静脈 内投与 を

行 。 て 肝障 害を講 した ． 被検薬 として 臠 白熱水 抽 出 葺 矯 る い 麟 柏の 主成分 で あるペ

ル ベ 11ン をLPS 投与 を行 う前に投薬 して 20 時間以 内 で の マ ウス の 生存率 の 観察を行 っ た 。

結果 P．。，。 es 投与 した マ ウ ス に LPS を投与 す る 3n 前・2 日前・・ 日前 ・ 3 時間 前 臓

柏 の 腹腔内投与 を行 っ た と こ ろ， 3 時間前投与群 で 生 存率は最 も良く ，
3 日前投与 で は無

投与群 とほ ぼ同等 の 低 い 生存率 を示 した。次 に黄柏の 投与量 を マ ウ ス 1匹 当た り 0．5   ，

1   ，
2   ，4殍 ， 8  として LPS 投与 3 時 間前に 腹腔 内投与 を行 っ た と こ ろ，用量依存 的

に 生存率は 高 く な っ た 。 そ こ で 黄柏 6   ／匹 を投与時間 を変 えて 経 口 投与 を行 っ た と こ ろ，

3 時間前投与群 で 最 も高吃 存率 を 示 し，24 時間前投与 で は無投与群 とほ ぼ同程度 の t氏

い 生存率 を示 した 。 黄柏 の 主成分 で あ る ペ ル ベ リ ソ に っ い て 検討 を行 っ た とこ ろ ， LPS を

投与す る 3 時間前 に 100 μg ／匹 投与す る こ とに よ り対照群 に比 べ 高い 生存率 を示 した 。

　考察　P．acnes とLPS 投与に よ っ て 誘導 さ れ る 急性肝不全 に 対 し，黄柏はそ の 生存率を

高 め た。 こ の 作用 は 腹腔内投与 あ る い は経口 投与 で も認 め られ ，黄柏 に 含 ま れ る ベ ル ペ リ

ン で も同様 の 作用 が 認め られ た こ とか ら，こ の 活性 の 主体 は ベ ル ベ リ ン で ある こ とが示唆

された ． 。 の雛 肝不全 。 デ ル は ・ イ ・ ト 1）・ ・ の 関 与赫 唆 さ れ て い る
且）

・ とか ら・・

ラ キ ドン 酸 カ ス ケ
ードに 対 して 作用点を持 つ 可能 性が考え られ た 。
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